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培
P
定
地
に
は
秋
播
を
、
＝

蒲
ル
培
p
定
地
ピ
は
坐
問
に
春
播
」
9
る
こ
さ

に

よ
り
反
當
四
、
h
白
〆
の
7
7
肥
が
祁
ら
れ

堆
肥
の

必
吸
ぱ
な
い
付
て
あ
ゐ
。

　
水
川
、
川
n
ハ
綜
肥
の
我
陪
ド
」
り
地
力
の

次
に

綜

肥
’ L

あ
る

　“

之
は

最
　も

安
織
力
自

1曾

，E

訂
ら

ね
ば

な
1・

／ふ

い

　o

縣
教
育
委
員
曾
委
員
の
選
皐
迫
る

　
　
　
　
　　x

　
十

一

月
十
n
縣
ド
一
齊
執
行

打

期
耐
r
に
よ
る
縣
教
育
委
1
1
曾
委
1
1
の
一
2
、
ど
う
や
つ
て
引
m
を
す
る
か

戸
以
ト
の
農
家
か
あ
つ
吉
代
s
’
　
＝
地
資
一
。
・
水
川
　
　
　
　
貰
が
・
來
る
！
月
占
午
前
七
＝
＝
よ
り

酬鞭
謬
瑞
バ
鐸
請
㎝
よ
バ
川
総
蕊
顯
憲
謬
騨
漣
綱
‥
鷲
竃
鵠
饗

戸
の
農
家
が
あ
り
、
力
上
地
に
は
限
界
が
百
虜
差
鯉
川
に
於
い
f
、
．
嵩
は
反
－
・
ど
ん
な
組
織
に
な
つ
て
い
る
か

司
－
臥
頚
ー
教
皇
い
酬
蝿
緯

0
6
一
　
賄
7
　
～

　
　
コ
　
　
　
　
　
オ
づ
テ

T
　
　
い
「

L
　
リ
一

　
縣

議

會

委
1
1
會
の
禿
1
1
の
中
か
ら
委
1
1
長
一
人
を

選

ひ
、
委
n
長
は
1
1
月
少
く
．
こ
も
一
回
定

例
の
曾
議
を
招
止
し
、
そ
し
し
縣
ω
敦
白

め
叉
化
の
発
展
の
仁
め
に
ご
、
♪
い
ラ
カ
法

1
學
校
教
白
課

ー
ザ
校
指
導
ぷ

ー
需
白
保
健
課

1
川
會
戦
白
課

が
一
番
良
い
か
を
定
め
’
そ
の
決

七
し
た
力
4
1
に
杖
つ
し
教
白
長
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

1
1
事
か
き
せ
、
こ
れ
が
1
1
し
く
行

な
は
れ
る
か
、
L
く
見
W
つ
し
．
行

き
ま
丁
。

3
、
ど
ん
な
什
車
を
す
る
か

　
學
校
の
建
築
、
倒
，
校
．
こ
四
川
係
ω
あ
る
川
片

　
館
雪
ω
虎
管
、
敬
利
P
口
ω
探
押
、
教
育
の

　
人
事
、
川
会
敦
n
そ
ω
他
教
白
又
化
に
開

　
係
ω
あ
る
あ
ら
⑲
ゐ
仕
事
を
さ
1
1
ま
す
。

4
、
今
回
の
教
育
委
員
の
避
理
は

　
　
何
故
狐
要
で
あ
る
か

　
教
・
白
禿
U
曾
江
に
C
り
ま
す
ご
、
昭
和
二

　
ー
じ
η
良
に
は
、
巾
町
日
r
輻
8
2
ム
U
委
1
1

　
臼
が
設
ば
さ
れ
る
釦
定
に
な
？
し
い
ま
す

　
、
ρ
、
之
の
設
い
川
に
づ
い
し
ω
色
々
な
事
か
・

　
定
め

る
の
か
へ
－
川
選
出
さ
れ
る
否
n
て
あ

　

り
ま
す
n
公
d
な
民
n
に
μ
き
地
力
ω
實

　
枯
に
ω
し
仁
牧
育
行
政
か
行
な
は
れ
る
か

　

L
’
：
か
ほ
’
L
へ
－
川
の
選
甲
に
七
つ
し
選
出

想
を
虫
切
ら
れ
工
し
ま
つ
た
o
反
話
予
想
旦

日
　
じ
四
班
に
引
し
賀
牧
ぱ
そ
の
三
分
の
一

の

六
κ
栢
、
賠
賞
金
．
一
六
日
力
W
て
あ
っ
た
然

し
之
て
も
奴
拍
奏
力
、
㎏
千
鰍
回
を
上
け
た
耕

竹
s
g
も
あ
り
、
今
後
災
害
剴
汝
、
栽
培
技
術

を
捌
究
し
仁
ら
、
仁
ば
こ
耕
n
桿
よ
い
換
令

竹
物
ぱ
な
い
．
こ
考
え
ろ
o
來
η
度
こ
そ
は
ム
ロ

風

勺
を
Z
応
し
工
耕
n
し
白
∀
T
万
の
弛
得
に

一

肝
の
努
力
を
佛
は
ね
ば
な
s
な
い
。

火
災
を
な
く
し
ま
し
よ
う

昭

和
．
．
ー
四
勺
鹿
中
の
全
國
火
災
褒
4
．
W
敷

は
一
八
、
四
八
四
W
、
損
宙
額
二
白
」
ハ
n
y
－
九

1
6
九
丁
し
白
一
、
一
卜
万
八
n
じ
±
1
1
回
、
I
E

問
パ
牛
川
，
琴
‥
日
ア
ロ
十
↓
パ
万
冊
四
r
－
ハ
百
八
ー
八
間

ご
桔
川
臆
獅
固
定
資
‖
悶
簿
≒

は

次
．
白
武
1
．
」
ハ
万
八
丁
四
白
五
ー
圓
て
あ
り
　
’

ま
す
。
介
國
て
は
木
利
の
4
1
税
の
九
割
（
杜

民
税
ご
川
定
資
芹
税
の
合
副
額
ぱ
利
税
納
人
l

ω
九
割
強
1
あ
る
ノ
か
一
時
間
に
燃
え
つ
く

し
’
L
い
ま
丁
。
本
η
も
い
よ
く
火
災
の
多

焚
帖
期
に
人
り
ま
し
土
。
日
々
夜
々
閥
内
に

縣

卜
叉
自
分
の
川
川
に
起
り
つ
つ
け
し
い
る

火
災
損
害
の
止
猪
が
加
何
r
郷
ー
を
害
し
國

の
復
興
三
甚
展
・
こ
を
阻
ん
で
い
る
か
’
右
の

牝
訓
を
ま
し
め
に
Z
え
し
お
川
ド
ー
1
芯
し
ま

　
ノ
ト
ハ
ヌ
ハ

　
火
の
川
心
泊
し
仁
パ
も
c
も
八
－
・
腹
川
．

　
η
い
し
，
W
く
よ
り
笑
顔
て
防
火
1
1
．

r

＼
、

”
」

タ

i

、

’

i

N

一　　＿＿　一一一ti
人l

、

、

．．

●、

’



　
　
　
y
’

＿

t爪卵一討噺内埜‥ぺ
“「）t’°

（2）恨ろし

復
興
は
－
s

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
s

う
テ
ハ
　
ロ
う
　
タ
　
　
も
　
ロ
タ
　
ひ
く

ず
「
道
路
」
か
ら

　
　
　
の
糀
病
統
計
に
よ
れ
ぱ
’
年
間
を
通

し
L
胃
賜
疾
患
が
第
一
位
を
占
h
A
　
t
J
い
る
。

プ

U
れ
は
築
㊧
問
題
、
塘
働
問
題
鵠
に
起
囚
し

し
い
る
ト
も
考
凡
い
れ
ま
す
が
、
特
に
1
1
意

し

な
U
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
胃
膓
疾
患
の

一約
L
ハ
o
％
，
か
宥
ぴ
虫
・
九
の

合
仙
抗
て
あ
る
こ
．
こ
で
す

　
案
外
無
頓
右
て
あ
ゐ
如
虫
の
問
題
を
も
・
ノ

少
し
考
え
て
み
る
必
要
か
あ
る
ー
こ
思
い
ま
す

　
食
d
活
に
野
榮
川
か
ち
く
な
る
ご
一
血
姻

虫
の
感
染
も
多
く
な
り
ま
す
。
卿
虫
の
一
1
1

一
匹
の
売
卵
敷
は
約
十
乃
か
ら
二
卜
’
R
　
’
f
）
い

乙

e　
：
．
▲
主

莞
曹
コ

　
　
　
　
ロ
　
　
ハ
タ
　
ト
　
　
ハ

　　　仁
先

通
路
挫
く
じ
の
沿
化
に

　
　
　
　
協

力

致

し
ま
し
よ
う

　
走
業
の
獲
述
を
計
り
’
縄
済
生
活
を
嬰
仁

し
、
文
化
の
高
揚
を
劃
る
に
は
、
先
す
道
路

の
整
56

が

先
決

問
題
て
す
o
特
に
大
隅
地
力

ω
道
路

の
忠
い

こ
ー
こ
は
全
國
一
て
、
之
が
物

資
の
輪
途
、
文
化
の
父
流
に
一
大
障
害
．
こ
な

つ

工
今
1
1
ま
工
、
人
開
獲
の
ま
、
取
残
さ
れ

y
い
た
の
て
あ
り
よ
す
。
　
　
、

　
縣

て
は
此
の
腹
、
之
讐
の
忠
道
路
の
忽
速

な
復
興
幣
備
を
計
ろ
日
に
ク
レ
ー
ク
ー
ρ
整

備
機
柚
，
ク
・
ノ
ノ
ヤ
ー
ブ
岩
石
粉
郁
機
プ
を

貼
人
す
る
こ
ー
こ
に
な
り
ま
し
仁
o
グ
レ
ー
グ

ー
は
路
血
の
凸
川
を
切
均
し
、
牛
而
カ
マ
小

」

川

に
し
仁
り
、
そ
の
他
色
々
な
働
き
を
す

ま
す
が
・
此
の
機
械
云
。
て
巾
U
棄
（
二

哩
の
講
な
皇
n
二
粁
か
ら
1
1
1
粁
藁
一

ろ
機
械
て
す
。
一
台
二
皇
○
万
回
も
致
し
一
狂
賞
枚
数

に
袖
修
整
備
が
川
來
、
維
費
も
粁
党
り
一
、

一．
一〇
〇
圓
位
で
足
り
勢
力
に
換
勺
し
て
約
四

o
o
人
分
の
什
皐
を
し
ま
す
。
然
し
＝
口
二

五

〇

万
圓
も
す
ろ
の
で
、
乏
し
い
縣
ω
財
政

て

は

賂
人
が
困
難
で
あ
り
ま
a
t
h
　
S
で
’
之
に

允

る
た
め
に
道
路
貰
く
し
か
襲
行
さ
れ
る
1
6

に

な
り
ま
し
仁
o
額
而
二
〇
回
て
報
偵
金
利

で

す
。
近
U
賓
く
じ
が
刊
着
す
る
P
定
て
あ

り
ま
す
の
て
、
皆
様
方
ω
絶
大
な
る
御
協
力

を
御
願
い
致
し
ま
し
て
一
C
O
％
の
泊
化
を

期
し
工
居
り
ま
す
u
告
様
力
の
御
協
力
に
よ

s
ま
し
エ
グ
レ
ー
タ
ー
及
ク
・
ノ
ソ
ン
ヤ
ー
、
ρ

蹴
人
さ
れ
仁
暁
に
は
、
川
代
大
恨
占
線
の
如

き
は
，
ク
レ
ー
タ
ー
l
ム
：
て
仲
か
∵
一
、
川
‥
n
の

問

に
紬
修
整
備
か
川
朱
る
の
て
あ
り
ま
ケ
。

一
枚
で

も
多
く
買
つ
－
郷
L
の
復
興
に
協
〃

致
し
ま
し
よ
う
o
〈
－
川
襲
政
さ
れ
る
道
路
貧

く
し
の
枚
数
鵠
は
次
の
通
り
て
す
〇

　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
力
枚

　
　
　
　
（
内
本
村
制
焙
仔
し
、
h
O
九
枚
）

額
　
　
血
　
　
二
〇
圓

焚

喪
朋
n
　
a
r
1
月
一
日
ム
⊥
二
十
n

抽
せ
ん

期
日
　
十
二
月
瓦
n

党
選
奨
金
支
排
期
n
　
十
二
月
ー
u
よ
り

田
代
村
の
保
健

り
、
之
が
再
び
体
内
に
i
人
つ
⊂
成
虫
、
一
な

り
ま
す
u
卵
か
休
外
に
出
⊂
外
界
て
生
存
す

る
朗
問
は
、
約
一
．
一
ヶ
月
．
こ
い
わ
れ
、
悠
染
の

機
會
は

2
1
常
に
多
い
わ
け
て
す
。
そ
れ
C
先

　　
問
題
　
認
諮
扁
詰

そ
れ
に
は
似
所
．
こ
溜
の
改
，
旭
完
備
が
先
｛
問

題

て
’
之
に
よ
つ
て
卿
虫
の
卵
や
幼
虫
を
冗

介
に

死
旗
さ
せ
た
人
糞
を
川
い
る
様
に
す
る

こ
ご
で
、
之
が
一
番
安
全
て
効
果
的
て
す
。

　
然
し
木
村
の
仙
所
の
約
六
〇
％
は
非
衛
生

　
　
　
　
　
　
　
’
～
‖
i

＝
へ
に
便
所
ω
改
出
も
最
も
中
吸
な
問
題
て
あ

る
ー
こ
ち
入
ま
す
o

　
訓

虫
は
じ
タ
ミ
ン
A
の
呑
足
に
よ
つ
L
も

悠

染

し
易
く
な
の
ま
す
り
投
緑
ω
野
榮
や
人

3
、
．
等
は
丁
止
な
し
タ
ミ
ノ
A
ω
E
給
卯
．
L
あ

り
ま
す
。
之
ら
を
ぽ
山
n
る
桔
致
し
よ
し
よ

t

ノ
ー
又
蜘
甲
巾
一
ω
剛
労
や
幼
虫
は
、
“
ハ
O
性
の
孜
〔

場
工
、
約
一
秒
位
し
か
4
有
出
来
ま
せ
ん
の

で
、
野
染
類
は
1
8
場
を
通
し
ユ
な
る
べ
く
q

の

ま
、
倉
へ
ろ
1
5
に
し
よ
し
よ
ノ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

°
保
健
婦
」

絶好の副業
3L　pq　二三　ニ　ー　　4｝　∧

　　　　　　奨
等　’ft　雪　等鵠　’曽

椎
‥
茸
栽
培
を
始
め
ま
し
よ
う
1

他
か
の
費
川
S
努
力
で
出
來
る
人
工
栽
培
を
此
の
際
一
戸

残

ら
ず
實
施
し
て
郷
上
の
富
を
殖
し
ま
し
よ
う
n

　
　
金

110
万
回

．

1
1
万
回

一
．

万
圓

］

千
圓

百
　
圓

拾
　
圓

紬
か
極
め
て
低
調
て
あ
り
よ
r
ω
て
仰
川
允

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

分

1
1
息
し
合
つ
し
止
し
い
巾
告
、
｝
公
牛
な
納

税
に

よ
つ
工
、
明
ろ
い
1
1
つ
く
り
に
努
の
よ

し
よ
う
o
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
ー
5
L
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
信
川
1
、
L
r
1
月
の
納
税
は
？

　
　
　
本
　
　
　
　
通
一
　
◎
國
税
所
得
税
第
二
朋
分

．

一

本
　
　
　
霧
一
　
農
家
に
し
て
農
菓
所
祁
が
全
川

－
－
○
本
　
　
　
穎
　
得
の
p
o
％
以
－
・
の
人

　
1
’
O
O
－
（
l
－
　
　
　
　
⑥
ー
’
4
P
税
第
二
期
分

δ
δ
○
○
工
慧
れ
7
、
期
限
ま
て
：
納
め
”
f
f
し
よ
、
ノ
百
会
占
と
臭
根
占
に
お
い
y
四
“
i

四
〇
〇
’
O
O
o
木
l

○
常
選
牢
四
［
、
　
o
二
’
％

　
n
八
匁
を
ま
ぶ
す

　
　
変

の

描

租

期

適
朋
に
播
秤
す
る
こ
．
こ
も
、
暦
産
ω
要
W
て

　

協
氏
一
〇
皮
か
ら
L
n
度
の
間
を
保
つ
よ

　

う
に
心
掛
け
る

　
　
疏
　
　
　
栗

v
、
番
　
　
　
　
屯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
f
J
　
　
　
　
　
　
　
イ

　
1
！
年
r
大
恨
、
川
無
大
根
、
秋
貼
コ
小
－
鵠

ロ

、
段
　
　
　
　
n

　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
右

　

甘
C
、
花
ヤ
リ
ィ
雪

．

．
逼
柾
苗
は
木
葉
六
枚
i
一
o
枚
位
の
も

、
　
の
を
川
い
る
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

．

桧
　
　
　
1
1
　
　
　
　
　
　
一

　
　
弓
　
　
　
　
　
、
緬

－
、
三
　
番
　
1

お
知
ら
せ
　
闘
人
原
中
甲
校
の
建
築
も
白

　
四
拾
五

力
回
の
紳
牲
を
以
工
根
凸
川
松
川

　
組
の
手
に
よ
り
昔
r
．
本
年
皮
人
に
は
，
ル

　

庇
の
予
定

圏
保
健
婦
濱
川
い
つ
え
さ
ん
は
介
川
鹿
屋
保

　
健
所
川
へ
榮
聴
ご
た
り
’
後
任
に
は
　
妹
の
む

　
つ
さ
ん
が
定
り
ま
し
仁

期
間
　
　
　
一

－
－
’
－
月
ー
五
1
1
よ
り
ー
二
月
，
．
日
ま
て
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